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不
登
校
対
策
・
子 

育
て
世
帯
の
支
援

　
松
岡
み
ゆ
き
（
無
所
属
）

　
問　

小
中
学
校
の
不
登
校
者
数

が
年
々
増
加
し
て
い
る
が
対
策
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
な
ど
に
よ
る
関
与
促
進
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
支
援
状
況
確

認
と
好
事
例
発
信
な
ど
に
取
り
組

み
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と

し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
紙
お
む
つ
を

支
給
・
配
達
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
出
産
子
育

て
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お

い
て
、
商
品
券
を
支
給
し
て
い
て
、

お
む
つ
購
入
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

　
問　

学
校
で
不
審
者
対
策
教
室

の
実
施
や
、
教
職
員
に
護
身
用
具

の
「
さ
す
ま
た
」
の
使
い
方
の
指

導
は
、
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
不
審
者
が
侵

入
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
児
童
生

徒
の
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
す
ま
た
の
持
ち
方
や
扱

い
方
、
複
数
の
教
職
員
で
の
対
応

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
警
察
の
方

か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

香
害
対
策
・
子
ど 

も
の
マ
ス
ク
着
用

高
校
生
等
、
医
療 

費

助

成

ほ

か

　
笹
倉
み
ど
り（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

人
工
香
料
に
よ
る
香
害
は

今
や
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
無
視
で
き
な
い
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
現
状
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
町

田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
、
香

害
の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
問　

学
校
内
、
特
に
保
健
室
は

香
害
に
配
慮
し
て
い
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
日
常
的
に
特

別
な
対
応
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

必
要
な
場
合
、
個
別
事
情
を
聞
き

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問　

高
校
生
等
ま
で
の
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
市
は
、
２
０
２
３

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
く
の
か
。

　
市
長
　
２３
年
度
か
ら
実
施
で
き

る
よ
う
に
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

障
が
い
の
有
無
に
関
係
な

く
一
緒
に
遊
べ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
遊
具
を
整
備
し
て
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
２２
年
度
に
南
成

瀬
に
あ
り
ま
す
天
神
原
公
園
の
遊

具
の
更
新
に
併
せ
、
市
と
し
て
初

め
て
設
置
予
定
で
す
。
今
後
も
公

取
っ
た
上
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
、

国
の
通
知
が
出
て
い
る
が
保
育
・

教
育
現
場
で
は
子
ど
も
に
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
保
育
所
、

幼
稚
園
は
発
達
状
況
を
踏
ま
え
一

律
に
着
用
を
求
め
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
指
導
室
長
　
原
則
着
用
を
推
奨

す
る
一
方
、
運
動
時
は
必
要
な
い

こ
と
を
通
知
し
ま
し
た
。
活
動
に

よ
っ
て
外
す
必
要
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
学
校
に
周
知
を
図
り
ま
す
。

共
交
通
機
関
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
や

公
園
内
駐
車
場
の
有
無
等
を
勘
案

し
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問　

３
月
に
厚
労
省
か
ら
通
知

さ
れ
た
Ｈ
Ｐ
Ⅴ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
に
つ
い
て
問
う
。

　
保
健
所
長
　
接
種
の
期
間
は
２２

年
４
月
か
ら
２５
年
３
月
ま
で
の
３

年
間
で
、
対
象
者
は
積
極
的
な
勧

奨
を
差
し
控
え
て
い
る
間
に
定
期

接
種
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
９７
年

度
か
ら
０５
年
度
生
ま
れ
ま
で
の
女

子
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
プ
リ
の
活
用
・ 

都
政
を
市
政
に
も

　
中
川
幸
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

町
田
市
ご
み
分
別
ア
プ
リ
、

ま
ち
ピ
カ
町
田
く
ん
の
内
容
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
ご
み
分
別
ア

プ
リ
は
、
収
集
日
が
分
か
る
カ
レ

ン
ダ
ー
機
能
、
資
源
と
ご
み
の
分

け
方
や
出
し
方
が
分
か
る
ガ
イ
ド

機
能
や
分
別
辞
典
、
緊
急
の
お
知

ら
せ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ッ

シ
ュ
通
知
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
部
長
　
ま
ち
ピ
カ
町
田
く

ん
は
カ
メ
ラ
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ

る
位
置
情
報
を
利
用
し
て
現
場
の

情
報
を
市
に
通
報
す
る
も
の
で
す
。

　
問　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
を

２
０
２
２
年
度
に
町
田
市
と
し
て

は
初
め
て
設
置
予
定
だ
が
、
先
行

自
治
体
の
よ
う
な
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
て
て
行
く

工
夫
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
そ
れ
ぞ

れ
の
公
園
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、

障
が
い
を
持
つ
方
々
や
関
係
団
体

な
ど
の
ご
意
見
を
広
く
お
聞
き
し

な
が
ら
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の

設
置
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鶴
川
の
渋
滞
解
消 

と
防
災
に
つ
い
て

　
渡
辺
さ
と
し（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

鶴
川
駅
周
辺
の
渋
滞
解
消

に
有
効
な
北
口
と
南
口
交
通
広
場

の
完
成
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　
道
路
部
長
　
北
口
交
通
広
場
は
、

２７
年
度
に
南
北
自
由
通
路
や
デ
ッ

キ
の
完
成
と
併
せ
て
本
使
用
を
開

始
予
定
で
、
南
口
交
通
広
場
は
２７

年
度
以
降
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
問　

地
震
発
災
時
に
お
け
る
緊

急
車
両
の
通
行
を
可
能
に
す
る
た

め
、
踏
切
の
長
時
間
遮
断
対
策
を
。

　
道
路
部
長
　
鉄
道
事
業
者
と
は
、

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
既
に

災
害
時
の
連
絡
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。
関
係
機
関
と
引
き
続
き
連

携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
駅
周
辺
以
外
で
も
発

災
時
の
帰
宅
困
難
者
支
援
の
た
め

の
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
一
時

避
難
施
設
の
確
保
を
。

　
防
災
安
全
部
長
　
街
道
沿
い
施

設
の
ほ
か
、
一
時
滞
在
施
設
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
、

他
自
治
体
の
指
定
状
況
等
も
調
査

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

玉
川
学
園
正
門
前 

踏
切
拡
幅
決
定
！

　
渡
辺
厳
太
郎（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

児
童
相
談
所
設
置
に
あ
た

っ
て
は
町
田
市
医
師
会
、
歯
科
医

師
会
と
十
分
な
連
携
を
求
め
る
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
の
先
生
方
及
び
東
京

都
と
も
相
談
し
て
検
討
を
進
め
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

注
目
を
集
め
る
バ
イ
オ
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
契

機
に
オ
ー
ル
町
田
の
魅
力
を
内
外

に
発
信
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
髙
橋
副
市
長
　
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
て
、
市
全
体
の
魅
力
を
紹
介
す

る
様
々
な
情
報
も
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

９
年
間
も
か
か
っ
た
が
玉

川
学
園
正
門
前
の
踏
切
拡
幅
が
正

式
に
決
定
し
た
。
工
事
予
定
は
。

　
道
路
部
長
　
２２
年
度
は
、
測
量

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
小
田
急

電
鉄
株
式
会
社
と
具
体
的
な
協
議

に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
２３
、
２４
年
度
に
設
計

を
行
い
、
２５
、
２６
年
度
に
踏
切
道

の
拡
幅
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町
田
市
の
農
業
／ 

夜
間
照
明
設
備

　
加
藤
真
彦
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

地
産
地
消
の
こ
れ
ま
で
と

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
。

　
北
部
・
農
政
担
当
部
長
　
２０
年

度
に
ま
ち
☆
ベ
ジ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
市
立
小
学
校
全

児
童
に
配
付
し
て
い
ま
す
。
２２
年

度
に
は
新
し
い
ま
ち
☆
ベ
ジ
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
発
行
、
バ
ス
等
公
共
交
通
機

関
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
問　

ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
プ
の
作
成

及
び
活
用
状
況
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
２０

年
度
か
ら
２３
年
度
ま
で
に
市
内
全

１０
地
区
の
作
成
、
配
付
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
問　

夜
間
照
明
設
備
の
設
置
状

況
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
は
合
計
７
施

設
で
す
。
２２
年
度
は
、
小
山
上
沼

公
園
内
へ
の
設
置
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
他
市
の
事
例
研
究
や
小
中

学
校
な
ど
へ
の
設
置
の
可
能
性
は
、

調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

野
津
田
公
園
の
遊 

び
場
・
免
許
返
納

　
お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　
問　

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
道
具
が
あ

り
、
広
々
と
し
た
遊
び
場
は
い
つ

再
開
す
る
の
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
町
田
市

第
二
次
野
津
田
公
園
整
備
基
本
計

画
で
は
、
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー

ン
に
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
や
大
型
木

製
遊
具
な
ど
を
配
置
し
た
冒
険
の

森
や
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
遊
具
の
種
類
や

配
置
な
ど
に
つ
い
て
は
、
２３
年
度

か
ら
予
定
し
て
い
る
基
本
設
計
の

中
で
決
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

他
市
の
事
例
を
参
考
に
、

高
齢
者
で
免
許
自
主
返
納
し
た
方

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
提
供
し
て
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
高
齢
運
転
者

に
よ
る
事
故
を
１
件
で
も
減
ら
し

て
い
く
た
め
、
ご
高
齢
の
方
が
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
積
極
的
に
検
討
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
様
々
な

方
策
に
つ
い
て
は
、
都
あ
る
い
は

他
市
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
研

究
し
て
い
き
た
い
。

災
害
避
難
所
／
鶴 

川
駅
改
札
口
残
置

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

施
政
方
針
に
は
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
や
生
活
環
境
ご
と
の
施

策
が
掲
げ
ら
れ
た
。
市
長
の
考
え

る
「
な
り
た
い
ま
ち
の
姿
」
と
は
。

　
市
長
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
基
本
に
市

政
運
営
に
邁
進
を
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
問　

学
校
統
廃
合
後
の
跡
地
は
、

災
害
時
避
難
所
や
地
域
で
活
用
が

で
き
る
よ
う
、
必
ず
残
す
べ
き
だ
。

　
政
策
経
営
部
長
　
統
合
新
設
校

や
周
辺
施
設
等
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

が
難
し
い
機
能
は
、
学
校
跡
地
に

引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。
避
難
施

設
機
能
は
引
き
継
ぐ
こ
と
が
難
し

い
機
能
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
避
難
者
推
計
を
踏
ま
え
、
必

要
な
機
能
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

鶴
川
駅
の
橋
上
化
に
伴
い

駅
は
東
に
移
動
す
る
。
利
便
性
確

保
の
た
め
、
現
改
札
口
の
残
置
を
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
そ
う
し

た
声
が
地
域
か
ら
あ
る
こ
と
を
小

田
急
電
鉄
へ
伝
え
て
い
き
ま
す
。

１８
歳
ま
で
の
医
療 

費
助
成
制
度
を

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

東
京
都
の
新
た
な
補
助
制

度
を
活
用
し
、
１８
歳
ま
で
の
医
療

費
助
成
制
度
へ
踏
み
出
す
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
都
か
ら
制

度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
２３
年
度
か
ら
実
施

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

都
内
の
自
治
体
に
広
が
る

高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
費
助
成

制
度
の
創
設
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
多
く
の

財
源
が
必
要
で
す
。
他
事
業
と
の

バ
ラ
ン
ス
や
効
果
も
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で
制

度
創
設
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問　
「
玉
ち
ゃ
ん
バ
ス
南
ル
ー

ト
」
の
大
幅
減
便
の
改
善
見
通
し

と
他
の
移
動
手
段
の
検
討
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
減
少
し
た

利
用
者
数
の
回
復
状
況
を
勘
案
し
、

運
行
内
容
を
検
討
し
ま
す
。
他
の

移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
バ
ス
以
外
の

手
法
も
含
め
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

町
田
駅
再
開
発
／ 

防
災
・
減
災
対
策

　
村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　
問
　
町
田
駅
周
辺
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
策
定
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
22
年
度
は

学
識
経
験
者
、
交
通
事
業
者
や
商

業
事
業
者
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
し

た
会
議
体
を
設
置
し
検
討
を
始
め
、

23
年
度
に
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
問
　
再
開
発
に
向
け
て
、
こ
の

５
年
で
ど
こ
ま
で
実
施
す
る
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
都
市
計
画

決
定
を
24
年
度
か
ら
25
年
度
に
行

う
こ
と
を
目
標
に
、
関
係
者
と
協

議
を
進
め
ま
す
。
26
年
度
か
ら
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
地
区
ご
と
に
進
捗

状
況
を
勘
案
し
て
事
業
着
手
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
新
た
な
防
災
・
減
災
対
策

の
取
組
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
22
年
度
か
ら
、

都
補
助
金
制
度
を
活
用
し
、
自
主

防
災
組
織
の
防
災
力
強
化
を
目
的

と
し
て
町
田
市
非
常
用
電
源
等
資

機
材
購
入
費
補
助
金
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

町田市スポーツマップ（↑小山・小山ヶ丘 ↓相原）


